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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 課内研修は参加したら必ずアンケート用紙を記入してください。アンケート用紙を未提出の場合は欠席となりますので、十分注意して下さい。また、参加率は賞与や期末手当てにも反映されますので、研修に参加する目的や意味をよく考えて下さい。

· 沢村　律子さん、西山　光子さんが４月1日からローテーション研修になります。

南病棟では、7日と9日午後の回想法の見学になります。西山さんは南病棟に配属になり、４月中に勤務を覚えていただき、５月からは深夜勤専門になります。

· 書籍の見本が来ていますので、各病棟に回覧します。注文があれば注文書に記入をして下さい。

· 三方活栓を購入しました。試験を受けに看護課長の所へ一人づつ試験を受けに行きましょう。カンファレンスでも勉強会を開催していきます。

· 点滴の延長チューブですが、短いので発注する際にカタログを見て、長いものを発注してください。

· 鈴木　サダ様　現在、膣脱で処置を継続中ですが手術した方がご本人様にもいいので

　　　　　　　　　はないかと小坂先生から院長へ話したそうで、看護課長へも伝えています。ご家族へこれまでの処置の経過と予想される入院期間、術式、金銭面（生活保護を受給している為家族負担なし）入院先に付き添いをお願いしたい事伝えて、了承して頂けたら精神科と婦人科がある日赤病院や市民病院へ転入院となる予定です。

· 板垣　富蔵様　薬剤調整中です。担当医より、そろそろ南山苑など施設入所を考えているとの事で、ケースワーカーへ伝えています。

· 医師の治療方針もあると思いますが、非定型の抗精神病薬（セロクエル・ジプレキサ・リスパダール・ルーラン）は薬価が高い為、療養病棟（特に南病棟）では避けていただきたいことを担当医に伝えてください。

· 森越　義夫様　現在措置入院ですが、４月１日から措置解除なり医療保護入院となる

予定です。

· 南　市三郎様　ヨウフェナック錠継続処方となっています。胸部レントゲン上肺炎の　　　

影は薄くなってきています。ＭＲＳＡ３＋ですが、発熱などの症状が出現したら対応を考えるとの事ですので、症状の観察お願いします。

· 市橋　ヒデ様　昨日下痢止めが処方になり、軽減しています。今後も下痢の回数、性　　

　　　　　　　　　状、苦痛の有無を引き続き観察して下さい。発熱があり、臨時薬が処方となっていますので、適宜水分補給、クーリングし

· 大嶋　定美様　肺炎軽減してきていますので、現在処方になっている臨時薬は飲み切　　

りで止めとなります。

· ４月１日に２名転入予定と４日に１名入院予定があり、定数オーバーになってしまいます。施設やグループホーム入所が可能な患者様を検討しています。

施設：奥利　うめ様・戸賀沢　庄治様・久保田　ナヨ様・松本　フツエ様・

　　　木村　はるの様・五十嵐　タイ様・黒澤　重子様

グループホーム

：小林　コヨ様・谷内　愛子様・上田　正男様・村舘　ミネ様・野月平チエ様

＜ケアプラン検討＞

· 工藤　孝一様　

一時的に、ドアの開放要求聞かれる事がありましたが、他患者様との交流ももてるようになってきています。

＃１環境に順応できる。

Ｐ１環境に慣れる。

Ｐ－①日課・プログラムの声掛けをする。

　　②わからない事があったらスタッフへ伝えるよう促す。

　　③生活状況の観察

＜市橋　ヒデ様のテレビ破損について＞

　＜事故経過＞

　３月２２日　１１：３０　Ｃホールのテレビを台ごと倒しているのを発見する。外傷はない。このとき、Ｄホールに２名スタッフがいて患者様の見守り、レクリエーションをしていた。Ｃホールに市橋様が行き、徘徊している事に気付いていたが、Ｃホールでの見守りはしなかった。

　　　　　　　　↓

患者様の安全を守るという意識がなく、決められた業務を行えばいいという気持ちの現れであり、事故が起きて当然の療養環境を作っている為、事故が繰り返し起きるという悪循環がある。

　患者様の安全を守れる療養環境を作るためにスタッフはどのような行動をとるべきかを話し合っています。

· 人員が少ない時は、Ｃホールへ誘導し、近くで事故のないよう見守る。

· 徘徊が著しい時は、椅子に座り休んでいただく。

· 患者様がテレビを見ていないときは、Ｃユニットスタッフオフィス内に置き、施錠して危険予防に努める。

· 夜間はＣユニットスタッフオフィス内に置き、施錠して危険予防に努める。

· 危険物、障害物の除去

· 患者様の所在の確認、何をしているのかこまめに巡回をする。

